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0.　はじめに
現代言語学はその形成と発展の多くを、1916 年に出された Saussure の Cours de linguistique 




1916 年の CLG の刊行以来、20 世紀中における Saussure 学説の研究では CLG と小林英夫
によるその邦訳が主たるものとして扱われてきた。また、いわゆる“時枝・服部論争”で時






る時枝の Saussure 学説への反意が、今日的に見れば 1996 年に発見された Saussure の自筆草
稿と底通するのはなぜなのか。この点について時枝の著書をはじめ様々な論考を基に解明す
る。
1.　Saussureの Cours de linguistique générale (CLG )と小林英夫訳『言語学原論』
Saussure の学説は 1916 年に出された CLG と小林英夫 (1903–1978) によるその邦訳『言語
学原論』2)（以下『原論』で表す）、『改訳新版　言語学原論』3)（以下『改訳』で表す）、『一般
言語学講義』4)（以下『講義』で表す）に集約される。
CLG は 1907 年、1908～1909 年、1910～1911 年に、ジュネーヴ大学で Saussure が三回に
わたって行った一般言語学の講義を聴講した学生達の取ったノートを、Charles Bally と
Albert Sechehaye が Albert Riedlinger（スイス 1891–1913）の協力の元に、再構成、統合し









わが国に CLG の存在が初めて紹介されたのは、神保格 (1922) 5) によってである。その後
同書は 1928 年に小林英夫によって邦訳され、出版された。これは CLG の翻訳としては世
界で最初のもので、その後、1940 年に岩波書店からその『改訳』が、更に 1972 年にその改
版として『講義』が出されている。同書のドイツ語訳が出版されたのが 1931 年、次いでロ













Saussure 自身の手稿を含む原資料が 1955 年と 1958 年に相次いで発見されたため、CLG を
めぐる疑問や問題点の幾つかはそこで解決を見た。更に 1996 年に Saussure の屋敷の庭仕事
用倉庫から Saussure 自身による手稿の束が発見され、そこから Saussure 文献学と Saussure
学説はこれまでにも増して見直しや修正を迫られることとなった。そこで発見された原資料
は、大別すると以下のように分けられる。
1. Saussure の手稿の発見。（1955 年 1 月）
2.  Saussure の第二、第三回講義の聴講生である E. Constantin によって書きとどめられ
た講義内容のノートの発見。（1958 年）
3. 再度発見された Saussure の手稿。（1958 年）
4. フランス国立図書館に所蔵されている Saussure の書簡類。
5. ハーバード大学ホートン図書館に所蔵されている Saussure の手稿。
6. レニングラードの科学古文書館に所蔵されている Saussure の書簡類。
7. Saussure の屋敷の庭仕事用倉庫から Saussure の手稿の発見。（1996 年）
1～6 までの資料の大半は Godel (1957) 6) と Engler (1968) 7) に収められており、今日
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Saussure 学説について触れる際には、Bally と Sechehaye による CLG のみではなく、Godel 
(1957) と Engler (1968) の原資料に当たることが Saussure 研究の基本的手順となっている。
こうした Saussure の手稿の出版とわが国での翻訳の流れをまとめれば、以下のようになる。
･  1916 年、Bally と Sechehaye による Cours de linguistique générale（1928 年 1 月、小林英
夫訳『言語學原論』岡書院）の刊行。
･ 1940 年 3 月、小林英夫訳『改譯新版　言語学原論』（岩波書店）の刊行。
･  1957 年、Godel による Les Sources Manuscrites du Cours de Linguistique Générale de F. de 
Saussure.（1971 年 4 月、山内貴美夫訳『ソシュール　言語学序説』勁草書房；1984 年
3 月、新装版、勁草書房）の刊行。
･  1967 年、Tullio de Mauro による Ferdinand de Sassure Corso di Linguista Generale Introduzione, 
traduzione e commento.（1976 年 7 月、山内貴美夫訳『「ソシュール一般言語学講義」校
注』而立書房）の刊行。
･  1968 年、Engler による Cours de linguistique générale, Edition critique.（1991 年 9 月、前田
英樹訳・注『ソシュール講義録注解』法政大学出版局）の刊行。
･ 1972 年 12 月、小林英夫訳『改版改題　一般言語学講義』（岩波書店）の刊行。
･ 1993 年、小松英輔による Constinin のノート (Pergamon) の刊行。
･ 1993 年、小松英輔による Riedlinger と Constinin のノート（学習院大学）の刊行。
･  2002 年、Simon Bouquet と Rudolf Engler による Ferdinand de Saussure, Écrits de linguistique 
générale (Gallimard) の刊行。
･  2003 年 2 月、相原奈津江 ･ 秋津伶訳、西川長夫解題『一般言語学第三回講義―エ
ミール・コンスタンタンによる講義記録』（エディット・パルク）の刊行。
･  2006 年 11 月、小松英輔編、相原奈津江 ･ 秋津伶訳『一般言語学第二回講義―リー
ドランジェ／パトワによる講義記録』（エディット・パルク）の刊行。
･  2007 年 3 月、影浦峡・田中久美子訳『ソシュール一般言語学講義―コンスタンタ
ンのノート』（東京大学出版会）の刊行。
･  2008 年 3 月、小松英輔編、相原奈津江・秋津伶訳『一般言語学第一回講義―リー
ドランジェによる講義記録＋付・エングラー版批判』（エディット・パルク）の刊行。
･  2009 年 3 月、小松英輔編、相原奈津江 ･ 秋津伶訳『増補改訂版　一般言語学第三回
講義―コンスタンタンによる講義記録＋ソシュールの自筆講義メモ』（エディッ
ト・パルク）の刊行。
･ 2013 年 1 月、菅田茂昭対訳『一般言語学講義抄』（大学書林）の刊行。
･  2013 年 5 月、2002 年刊行の Simon Bouquet と Engler による Ferdinand de Saussure, Écrits 




前述したように CLG は Saussure の直接の手によるものではなく、1913 年に Saussure が
この世を去ってから 3 年目の 1916 年に、教え子の Sechehaye と Bally によって刊行された
死後出版である。しかも Bally と Sechehaye は Saussure の講義に出席しておらず、CLG は




そして、これら一連の Saussure 研究や Saussure 文献学の進展を元にわが国では丸山圭三
郎が中心となって Saussure 学説の紹介や修正が試みられ、それは『ソシュールの思想』8)、
『ソシュールを読む』9) で結実するに至るのである。その後、前田英樹訳 ･ 注10) や小松英輔11)
による Constantin の第 3 回講義ノートの出版で大方の問題に対する修正と解答が見られた
が、1996 年に Saussure の邸宅にある庭仕事用の倉庫から手稿の束が発見される。その後
Saussure 文献学の世界では、相原奈津江・秋津伶12) による CLG の一連の翻訳、町田健13) や










































































松中 (2015) 21) で検証したように、Saussure と時枝の学説に踏み込んでいけばいくほど時
枝が Saussure の原典と底通し、時枝が Saussure の原典に当たっていないという批判が事実
無根であることが確証されるのである。


































































れに対応する表現 a をもってせずに b をもってせざるをえなかったかを知っている。







Si les mots étaient chargés de représenter des concepts donnés d’avance, ils auraient 



















































































のか疑問である。高木敬生 (2014) 39) も指摘するように、Saussure の学説を全面的に擁護し
48
辛辣な時枝批判を展開した服部四郎でさえ、「実存体」という用語の誤った理解について大








La linguistique a pour unique et véritable objet la langue envisagée en elle-même et pour elle-même.
［斜体部原文ママ］44)
言語学の独自且つ真正の対象は
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、直視せる言語であり
4 4 4 4 4 4 4 4 4
、言語の為の言語である





この言葉は CLG を締めくくるものとして殊に有名であるが、この箇所は Saussure の言葉
ではなく、編者の Bally と Sechehayer による完全なる創作であることが明らかである今、
新村出の文章から透けて見えるものは、言語研究における Saussure 学説の言葉の模倣だけ
でなく、当時の言語研究における CLG の影響力の強さである。CLG における不整合の問題
は全般的で多岐に渡り、その混沌と編者による創作や書き換え、原文の削除ははなはだし
い。事実、Saussure の原資料に当たった人間はその内容と CLG の内容とのあまりの違いに
一様に驚きを隠さないが、それは相原奈津江・秋津伶の、
訳出に際し、たびたび『COURS DE LINGUISTIQUE GENERALE』(Ferdinand de 
Saussure.  Publié par Charles Bailly et Albert Séchehaye avec la collaboration de Albert 












ではなぜこうした勝手な修正が行われたのか。Mauro48) や Lepschy49) は、簡略化され万人
向けに整えられた CLG の内容を「普及版のためのテクスト」と評したが、小松50) も指摘す
るように、こうした書き換えは Bally と Sechehaye の認識力不足から生れたものではなく、
むしろ普及版という性質とそこでの略述であることから必然的に施された加筆修正であると
見る方が自然であろう。事実、構造主義の時代に言語学の枠を超えて様々な分野に広範な影
響を及ぼしたのも、また今日でもたびたび広く俎上に上げられる CLG の内容と Saussure 学
説の批判も、Bally と Sechehaye による創作の普及版としての CLG に対するものであり、こ
の事実は克目に値する。そもそも当時時枝が批判の矢面にしていた Saussure は、その後続々
と見つかる Saussure の遺稿や新資料からも、真の Saussure ではないのである。

















































こうした点からも、時枝の Saussure 学説批判が小林訳を基にした誤解により Saussure 学
説の不理解によるものであるという指摘が正しくないことが実証される。
5.　時枝誠記は Saussureを読み誤ったか
時枝による Saussure 学説批判は、中村雄二郎59) の批判に代表されるように、時枝のフラ
ンス語の不理解と小林訳の誤解に起因するものとして一顧だにされないことが多い。中村





















































CLG で展開された Saussure の学説に異議を唱えた時枝の主張が、1996 年に発見された





















































町田健 (2000: 74-75) 77) は、音と概念の結びつきを Saussure は「記号」と呼び、時枝はそ
の結びつきを決めるのが言語の本質であると主張しているとして、まるで 100 メートルを
10 秒で走ったというのと時速 36 キロで走ったというようなもので、表し方の違いだけで両
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